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現場ニーズに基づく新生児児呼吸・睡眠モニタリング技術のUX最適化と導入実装
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正常新生児であっても急変が発生する課題があり、現状は間欠的な観察や既存センサでは十分
に異常を検出できない。
この課題を解決するために、新生児を対象として呼吸波形を高時間分解能で解析する技術を活
用し、呼吸異常や睡眠状態を定量評価できるモニタリングシステムの事業化を目指す。

・臨床現場で有用な指標やアラート設計の妥当性の検証
・医療従事者ニーズに基づくUX/UI設計と運用フローの最適化
・プロトタイプの作成およびユーザーテストによる改善
・市場調査および価格受容性の評価
・PMDA対応や医療機器としての規制整理とエビデンス構築

本技術は、従来の呼吸数中心の評価では困難であった呼吸異常の検出率を大幅に向上（将来的
に約90%）させる可能性があり、臨床現場での有用性が確認されている。
また、医療従事者の多くが導入の必要性を認識しており、市場ニーズも高い。
プロトタイプ開発とUX/UI設計を進めることで実用化の目途が立っており、今後は医療機関へ
の導入を進めつつ、大手医療機器メーカーとの連携や海外展開を含めて事業化を目指す。
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